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宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵　

並
河
寒
泉
「
陵
墓
調
査
関
係
資
料
」
解
題

矢
羽
野　

隆　

男

　

懐
徳
堂
最
後
の
教
授
で
あ
っ
た
並
河
寒
泉
（
一
七
九
七
～
一
八

七
九
）
は（

１
）
、
安
政
二
年
（
乙
卯
、
一
八
五
五
）
四
月
十
九
日
、
大

坂
東
町
奉
行
所
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
で
所
在
地
の
確
定
が
難

し
か
っ
た
仁
賢
天
皇
陵
な
ど
河
内
所
在
の
陵
墓
の
調
査
を
委
嘱
さ

れ
た
。
内
憂
外
患
の
政
情
の
下
、
朝
廷
や
尊
王
勢
力
か
ら
の
要
求

に
応
え
て
幕
府
が
調
査
補
修
に
動
い
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
任

務
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
尊
王
の
念
に
篤
か
っ
た
寒
泉
は
、
祖
父

の
並
河
永
（
号
は
誠
所
）
が
そ
の
編
著
『
日
本
輿
地
通
志 
畿
内
部
』

（
い
わ
ゆ
る
『
五
畿
内
志
』）
に
多
く
の
陵
墓
を
記
録
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
祖
業
を
継
ぐ
意
気
に
燃
え
て
、
そ
の
後
数
年
に
わ
た

り
陵
墓
調
査
に
精
力
を
傾
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

寒
泉
の
陵
墓
調
査
に
関
す
る
資
料
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
（
以
下
、
天
理
図
書
館
）
と
宮
内
庁
書
陵
部
（
以
下
、
書
陵

部
）
と
に
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
天
理
図
書
館
の
資
料
は
寒

泉
自
筆
の
稿
本
お
よ
び
写
本
、
書
陵
部
の
資
料
は
大
正
年
間
に
当

時
の
宮
内
省
が
並
河
家
所
蔵
の
稿
本
を
借
り
て
転
写
し
た
写
本
で

あ
る
。

　

筆
者
は
既
に
天
理
図
書
館
所
蔵
分
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
解
題

の
形
で
整
理
し
公
表
し
た（

２
）
。
本
稿
は
そ
の
続
編
で
、
書
陵
部
所
蔵

分
に
つ
い
て
同
様
の
形
で
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
本

が
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
解
題
を
作
成
し
た
資
料
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
掲
載

の
順
序
は『
宮
内
庁
書
陵
部
和
漢
図
書
分
類
目
録
』の「
函
号
」（
図

書
寮
蔵
書
票
の
函
号
に
同
じ
）
の
順
に
従
っ
た
。

『
仁
賢
帝
陵
考
後
案
』（
函
号
：
陵　

六
二
五
）

『
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考･

彦
波
瀲
武
鸕
鶿

草
葺
不
合
尊
陵
考
』（
函
号
：
陵　

六
六
〇
）

『
安
政
乙
卯
巡
拝
録
』（
函
号
：
陵　

八
二
五
）

『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』（
函
号
：
陵　

八
九
一
）

『
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覚
』（
函
号
：
陵　

九
二
七
）
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『
陵
墓
考
集
』（
函
号
：
陵　

一
二
四
八
）

　

解
題
の
構
成
や
書
誌
情
報
の
項
目
は
、
か
つ
て
懐
徳
堂
研
究
会

で
行
な
っ
た
懐
徳
堂
文
庫
貴
重
資
料
調
査
の
解
題
の
形
式
に
準
じ

た（
３
）

。
ま
た
、
解
題
中
の
原
文
の
引
用
は
下
記
の
方
法
に
よ
っ
た
。

・
漢
字
の
字
形
は
、原
則
と
し
て
原
文
に
従
う
よ
う
に
留
意
し
た
。

・
変
体
仮
名
は
現
代
の
仮
名
に
改
め
、「

」「
ゟ
」「

」
な
ど

の
記
号
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
と
」「
よ
り
」「
ど
も
」
な
ど
に

改
め
た
。

・
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
句
読
点
や
傍
点
お
よ
び
引
用
「　

」、

書
名
『　

』
等
の
記
号
を
適
宜
補
っ
た
。

・
原
文
に
あ
る
注
は
【　

】
で
括
り
、
筆
者
に
よ
る
内
容
補
足

は
〔　

〕、
注
記
は
（　

）
で
示
し
た
。

・
漢
文
訓
読
文
は
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
省
略
し
、
必
要
な

場
合
、
書
き
下
し
文
を
付
し
た
。 

仁
賢
帝
陵
考
後
案
（
に
ん
け
ん
て
い
り
ょ
う
こ
う
こ
う
あ
ん
）

関
係
人
物
名	

並
河
寒
泉

数
量
（
冊
数
）	

一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

26.6

×19.3

〔
定
義
〕
仁
賢
天
皇
陵
に
関
す
る
記
述
を
抜
粋
し
た
資
料
集
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
三
年
に
宮
内
省
に
お
い
て
並
河
総
次

郎
（
並
河
宗
家
当
主
）
所
蔵
の
原
本
を
書
写
し
た
写
本
。
並
河
寒

泉
の
蔵
書
は
、
寒
泉
の
養
子
の
並
河
総
次
郎
を
経
て
、
孫
の
誠
三

郎
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
、
そ
の
後
、
天
理
図
書
館
に

一
括
移
管
さ
れ
た
が
、
本
資
料
の
原
本
は
天
理
図
書
館
の
蔵
書
に

は
見
え
ず
、
所
在
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
書
陵
部
所
蔵
の
『
陵

墓
考
集
』（
後
掲
）
に
も
、
宮
内
省
諸
陵
寮
に
よ
っ
て
大
正
十
三

年
に
書
写
さ
れ
た
、
並
河
総
次
郎
所
蔵
原
本
を
底
本
と
す
る
写
本

を
収
録
す
る
。

〔
全
体
構
成
〕『
河
内
志
』、『
河
内
名
所
図
会
』、『
日
本
書
紀
』
か

ら
の
抜
粋
。
特
に
『
河
内
名
所
図
会
』
か
ら
の
引
用
が
大
半
を
占

め
、
同
書
「
仁
賢
天
皇
陵
」
項
の
他
、
関
係
す
る
「
埴
生
坂
」「
羽

曳
山
」「
丹
比
野
」「
丹
比
神
社
」「
當
麻
径
踰
」
な
ど
の
項
を
引
く
。

〔
内
容
解
説
〕『
日
本
書
紀
』、『
延
喜
式
』
に
「
埴
生
坂
本
陵
」
と

記
さ
れ
る
仁
賢
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
黒
山
古
墳
（
堺
市
美
原

区
黒
山
の
黒
姫
山
古
墳
）
と
す
る
説
（
細
井
知
慎
『
諸
陵
周
垣
成

就
記
』・
並
河
永
『
河
内
志
』）
と
牡ぼ

計け

山や
ま

古
墳
（
藤
井
寺
市
青
山
、

現
在
仁
賢
天
皇
陵
に
治
定
）
と
す
る
説
（
覚
峯
説
〈『
河
内
名
所

図
会
』
所
引
〉・
蒲
生
秀
賢
『
山
陵
志
』）
と
の
二
説
が
あ
っ
た
。

　

後
掲
の
『
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覺
』
は
実
地
調
査
直
後
の
報
告

書
。
一
方
、
本
資
料
は
奥
書
が
な
い
た
め
未
詳
な
が
ら
、「
後
案
」

と
い
う
名
称
か
ら
『
申
上
覺
』
よ
り
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
本

資
料
は
資
料
集
で
あ
る
た
め
、
寒
泉
自
身
の
考
え
を
明
示
し
な
い

が
、『
河
内
名
所
図
会
』
が
大
半
を
占
め
、
し
か
も
牡
計
山
古
墳
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を
仁
賢
陵
に
比
定
す
る
覚
峰
説
を
全
文
引
用
す
る
点
か
ら
察
す
る

と
、寒
泉
は
牡
計
山
古
墳
説
に
傾
い
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

〔
具
体
的
内
容
〕『
河
内
志
』
の
説
、
そ
れ
を
誤
り
と
退
け
る
『
河

内
名
所
図
会
』
の
説
お
よ
び
所
引
の
覚
峰
説
を
抄
出
す
る
。

『
河
内
志
』
丹
南
郡
、
陵
墓
部
「
埴
生
坂
本
陵
」

　

仁
賢
天
皇
、
在
黒
山
村
管
内
。

『
河
内
名
所
圖
會
』
丹
南
郡
「
仁
賢
天
皇
陵
」

　

野
々
上
に
あ
り
。
埴
生
坂
本
陵
と
称
す
。『
河
内
志
』
に

黒
山
村
管
内
に
あ
り
と
は
謬
な
ら
ん
。（
中
略
）

　

僧
覺
峰
云
、『
河
内
志
』
に
ハ
丹
南
郡
黒
山
村
に
在
と
記

せ
り
。
黒
山
は
埴
生
坂
よ
り
三
十
町
許
坤
の
方
に
あ
り
、
坂

本
と
ハ
い
ひ
か
た
し
。
然
れ
と
も
今
親
し
く
其
地
に
到
て
見

る
に
東
西
に
長
く
築
て
帝
陵
の
躰
に
あ
ら
す
。
又
大
塚
と
い

へ
る
所
あ
り
。
若
仁
賢
帝
の
陵
な
ら
ん
か
と
思
へ
は
こ
れ
も

亦
埴
生
坂
よ
り
乾
の
方
三
十
町
許
に
あ
り
、
こ
れ
又
坂
本
と

は
い
ひ
か
た
し
。
頃
日
頻
に
考
索
す
る
に
果
し
て
一
ツ
の
山

陵
を
得
た
り
。
丹
南
郡
野
上
村
の
ひ
か
し
に
あ
た
り
坂
を
下

り
て
山
陵
と
お
ほ
し
き
あ
り
。
其
陵
廣
大
に
し
て
池
溝
め
く

れ
り
。
字
を
ボ
ケ
山
と
い
ふ
。
野
中
村
の
管
内
な
り
。
其
地

理
、
埴
生
坂
本
と
い
ふ
『
日
本
紀
』『
延
喜
式
』
な
と
の
文

に
か
な
へ
り
。
仁
賢
帝
を
億
計
天
皇
と
申
奉
れ
は
、
ボ
ケ
は

お
け
4

4

の
訛
な
る
へ
し
。

【
詳
細
書
誌
情
報
】

仁
賢
帝
陵
考
後
案　

一
冊

並
河
寒
泉　

写
本

〔
寸
法
〕26.6

×19.3

〔
書
式
〕
無
郭
無
界
の
紙
を
使
用
、
十
行
、
二
十
字

〔
内
題
〕「
仁
賢
帝
陵
考
後
案
」

〔
外
題
〕「
仁
賢
帝
陵
考
後
案
」
と
打
ち
付
書
き

〔
奥
書
〕
本
奥
書
は
無
し
。
書
写
奥
書
は
表
紙
裏
に
下
記
の
通
り

記
す
。

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
京
区
大
国
町
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
五
年
五
月
六
日

写
字
：
瀧
口
成
人

　

ま
た
巻
末
に
「
大
正
十
五
年
五
月
六
日　

於
諸
陵
寮
／
瀧
口
成

人
寫
」
と
記
す
。

〔
印
記
〕
表
紙
「
諸
陵
寮
圖
書
印
」、
第
一
葉
表
「
圖
書
寮
印
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
、
全
五
葉

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
番
號2107

／
冊
數
１
／
函
架
５ 

16
」、

「
圖
書
寮
／
番
號61835

／
冊
數
１
／
函
號 

陵625

」
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允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺

不
合
尊
陵
考
（
い
ん
ぎ
ょ
う
て
い
り
ょ
う
こ
う
べ
っ
き
・
ひ
こ
ほ

ほ
で
み
の
み
こ
と
り
ょ
う
こ
う
・
ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き

あ
え
ず
の
み
こ
と
り
ょ
う
こ
う
）

関
係
人
物
名	

並
河
寒
泉

数
量
（
冊
数
）	

一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

27.0

×19.9

〔
定
義
〕
並
河
寒
泉
の
三
種
の
著
述
、
す
な
わ
ち
Ａ
『
允
恭
帝
陵

考
別
記
』、
Ｂ
『
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
』、
Ｃ
『
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草

葺
不
合
尊
陵
考
』
の
合
冊
。
内
容
に
関
連
は
な
い
。
以
下
、
Ａ
～

Ｃ
に
つ
い
て
個
別
に
記
す
。

　
Ａ
『
允
恭
帝
陵
考
別
記
』
は
、
市
野
山
古
墳
を
允
恭
陵
に
比
定

す
る
寒
泉
が
、
そ
の
被
葬
者
を
市
辺
皇
子
と
す
る
異
説
を
否
定
す

る
た
め
に
、『
古
事
記
』
の
本
文
批
判
の
結
果
を
傍
証
と
し
て
示

し
た
も
の
。「
別
記
」
の
名
は
、『
允
恭
帝
陵
考
』（
後
掲
）
の
補

足
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
Ｂ
『
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
』、
Ｃ
『
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合

尊
陵
考
』
は
、
人
皇
以
前
の
彦ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
火
出
見
尊
（
天
孫
瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
の

子
。
俗
に
い
う
山
幸
彦
）、
彦ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
（
彦
火

火
出
見
尊
の
子
で
、
神
武
天
皇
の
父
）の
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
書
紀
』、『
延
喜
式
』、
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀

通
証
』、
松
下
見
林
『
前
王
廟
陵
記
』、
白
尾
国
柱
『
神
代
陵
図
』

か
ら
関
係
記
事
を
抜
粋
し
た
資
料
集
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
五
年
五
月
六
日
に
諸
陵
寮
の
職
員
が
、

並
河
総
次
郎
（
並
河
宗
家
当
主
）
所
蔵
の
原
本
を
借
り
て
転
写
し

た
写
本
。
本
資
料
の
原
本
は
、
天
理
図
書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
な
い

た
め
、
貴
重
な
写
本
で
あ
る
。
な
お
、
書
陵
部
所
蔵
の
『
陵
墓
考

集
』（
後
掲
）
に
も
、
宮
内
省
諸
陵
寮
に
よ
っ
て
大
正
十
三
年
に

書
写
さ
れ
た
、
並
河
総
次
郎
所
蔵
原
本
を
底
本
と
す
る
写
本
を
収

録
す
る
。

〔
内
容
解
説
〕
Ｂ
・
Ｃ
は
資
料
集
で
あ
る
の
で
Ａ
に
つ
い
て
の
み

記
す
。

　

寒
泉
は
市
野
山
古
墳
を
允
恭
陵
に
比
定
す
る
が
、
そ
れ
を
市
辺

皇
子
墓
と
す
る
説
も
あ
っ
た
。
近
江
国
に
葬
ら
れ
た
市
辺
皇
子
の

遺
骨
が
都
（
河
内
国
の
市
野
山
古
墳
）
へ
改
葬
さ
れ
た
と
す
る
こ

の
説
の
一
つ
の
論
拠
と
な
る
の
が
『
古
事
記
』
顕
宗
天
皇
巻
の
記

述
で
あ
る
。
寒
泉
は
錯
簡
と
い
う
漢
学
者
ら
し
い
視
点
を
も
っ
て

『
古
事
記
』（
本
居
宣
長
『
古
訓
古
事
記
』）
本
文
を
検
討
し
、
市

辺
皇
子
墓
が
都
へ
改
葬
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
た
な
い
こ

と
を
論
じ
る
。

　
『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』（
後
掲「
允
恭
帝
陵
考
」Ａ
）の
末
尾
に
は
、

『
古
事
記
』
の
本
文
批
判
を
内
容
と
す
る
漢
文
表
記
の
「
附
考
」

が
あ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
「
附
考
」
の
主
旨
を
和
文
で
記
す
も

の
で
、
同
じ
く
和
文
表
記
の
『
允
恭
帝
陵
考
』（
後
掲
「
允
恭
帝
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陵
考
」
Ｂ
）
の
傍
証
的
な
性
格
を
も
つ
。

〔
具
体
的
内
容
〕
Ａ
に
つ
い
て
の
み
記
す
。寒
泉
は
、本
居
宣
長『
古

訓
古
事
記
』
を
有
用
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
評
価
す
る
。
た
だ
、
市

辺
皇
子
墓
の
所
在
地
の
論
拠
と
な
る
下
記
の
箇
所
に
誤
脱
や
錯
簡

が
あ
っ
て
意
味
が
不
明
瞭
な
た
め
に
、
宣
長
も
そ
こ
に
訓
点
を
つ

け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
。

此
天
皇
求
其
父
王
市
邊
王
之
御
骨
時
、
在
淡
海
國
賎
老
媼
參

出
白
、
王
子
御
骨
所
埋
者
、
專
吾
能
知
、
亦
以
其
御
齒
可
知
、

爾
起
民
堀
土
、
求
其
御
骨
、
即
獲
其
御
骨
而
、
於
其
蚊
屋
野

之
東
山
作
御
陵
葬
、
以
韓
帒
之
子
等
令
守
其
御
陵
、
然
後
持

上
其
御
骨
也
。（『
古
訓
古
事
記
』
下
巻
、
顕
宗
天
皇
）

寒
泉
は
下
線
部
に
注
目
す
る
。
ま
ず「
作
御
陵
葬
」は
表
現
が「
急

迫
」
し
て
お
り
、「
作
御
陵
」
と
「
葬
」
と
の
間
に
誤
脱
が
疑
わ

れ
る
。
ま
た
「
然
後
持
上
其
御
骨
也
」
の
八
字
は
、
既
に
近
江
の

蚊
屋
野
の
東
山
に
御
陵
を
作
っ
て
葬
っ
た
後
に
、
そ
の
遺
骨
を
何

の
た
め
に
ど
こ
に
「
持
ち
上
げ
る
」
の
か
理
解
し
難
い
。
そ
こ
で

寒
泉
は
、
こ
の
八
字
の
句
は
錯
簡
、
そ
の
末
尾
の
「
也
」
は
「
而
」

の
訛
誤
と
見
て
、
上
文
「
作
御
陵
」
と
「
葬
」
の
間
に
置
け
ば
「
於

其
蚊
屋
野
之
東
山
作
御
陵
、
然
後
持
上
其
御
骨
而
葬
、
以
韓
帒
之

子
等
令
守
其
御
陵
」
と
な
り
、「『
持
上
』
ト
申
ハ
都
へ
上
ス
ニ
テ

ハ
ナ
ク
、
山
ノ
上
ヘ
ノ
ボ
ス
ヲ
云
」
す
な
わ
ち
〈
そ
の
遺
骨
を
都

へ
持
ち
上
っ
た
の
で
は
な
く
、御
陵
の
上
に
持
ち
上
げ
て
葬
っ
た
〉

と
い
う
意
味
で
説
明
が
つ
く
。
と
す
れ
ば
、
市
辺
皇
子
の
墓
が
近

江
の
蚊
屋
野
に
在
る
こ
と
は
明
白
で
、
市
辺
皇
子
が
市
野
山
古
墳

の
被
葬
者
で
あ
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
錯
簡
」
説
は
漢
学
者
ら
し
い
見
解
で
あ
る
。
以
下
、
寒

泉
の
主
張
が
見
て
取
れ
る
箇
所
を
抄
出
す
る
。

　

鳳
来
謹
按
ス
ル
ニ
某
氏
（
宣
長
）
ノ
疑
ヒ
至
極
尤
モ
ト
存

候
。
是
ハ
前
文
中
ノ
錯
簡
ト
相
見
ヘ
申
候
。
其
上
、
此
處
ハ

大
分
誤
字
抔
モ
有
之
様
被
存
候
。
總
テ
古
書
ノ
寫
本
ニ
テ
ア

リ
シ
間
ハ
處
々
方
々
ニ
テ
寫
取
候
コ
ト
故
、
脱
字
誤
字
ハ
勿

論
、
文
句
ノ
行
抔
モ
不
斗
、
其
行
ヲ
落
シ
テ
、
其
次
ノ
行
ヘ

書
誤
コ
ト
、
四
書
五
行マ
マ

等
抔マ
マ

ニ
ハ
澤
山
有
之
、
皆
寫
本
ノ
誤

リ
ノ
マ
ゝ
ニ
テ
板
行
ニ
上
シ
タ
ル
者
也
。
是
ヲ
錯
簡
ト
申
シ

候
。
右
等
ノ
コ
ト
故
、
當
時
板
本
ノ
書
ヲ
讀
ニ
ハ
昔
寫
本
ノ

時
ノ
心
得
ニ
テ
見
レ
ハ
發
明
ノ
一
端
ヲ
得
候
者
ニ
御
座
候
。

　

ま
た
、
こ
の
論
証
の
後
に
「
市
邊
皇
子
墓
附
考
／
コ
ゝ
ヘ
義
言

ノ
考
畧
書
【
御
歯
圖
付
】」
と
記
す
。
こ
れ
は
、
市
辺
皇
子
墓
が

近
江
国
に
あ
る
こ
と
を
考
証
す
る
長
野
義よ
し

言と
き

撰
『
市
辺
皇
子
山
陵

考
』
の
概
略
を
傍
証
と
し
て
引
用
す
る
意
図
を
示
す
。
た
だ
し
、

実
際
に
引
用
は
な
く
、本
資
料
の
草
稿
的
な
性
格
が
見
て
取
れ
る
。

【
詳
細
書
誌
情
報
】

允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草

葺
不
合
尊
陵
考　

一
冊
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並
河
寒
泉　

写
本

〔
寸
法
〕27.0

×19.9
〔
書
式
〕
無
界
無
郭
の
紙
を
用
い
る
。
十
行
、
二
十
字

〔
内
題
〕
表
紙
「
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦

波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
陵
考
」

〔
外
題
〕
書
題
簽
「
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
・

彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
陵
考
」

〔
奥
書
〕
表
紙
裏
に
付
す
書
写
奥
書
は
下
記
の
と
お
り
。

出
所
及
所
有
者
：
並
河
惣マ
マ

次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
五
年
五
月
六
日

写
字
：
瀧
口
成
人

〔
印
記
〕
表
紙
表
下「
諸
陵
寮
圖
書
部
」、第
一
葉
表
上「
圖
書
寮
印
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
。
全
七
葉
。
内
訳
は
、
Ａ
四
葉
、
Ｂ
一
葉
、

Ｃ
二
葉

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
番
號2110

／
冊
數
１
／
函
架
５ 
16
」、「
圖

書
寮
／
番
號61834

／
冊
數
１
／
函
號 

陵660

」

安
政
乙
卯
巡
拝
録
（
あ
ん
せ
い
い
つ
ぼ
う
じ
ゅ
ん
ぱ
い
ろ
く
）

関
係
人
物
名	

並
河
寒
泉　

藤
條
公
名

数
量
（
冊
数
）	

一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

26.5

×18.5

〔
定
義
〕
並
河
寒
泉
が
安
政
二
年
に
行
な
っ
た
河
内
国
所
在
の
陵

墓
の
実
地
調
査
に
お
い
て
、
陵
墓
の
状
況
、
地
元
の
伝
承
、
自
ら

の
見
解
な
ど
を
門
弟
の
藤
條
公
名
（
寒
泉
門
人
・
塾
頭
）
に
記
録

さ
せ
た
も
の
。
備
忘
録
の
類
か
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
五
年
に
宮
内
省
諸
陵
寮
に
お
い
て
作

成
し
た
写
本
。
書
陵
部
の
所
蔵
す
る
寒
泉
の
陵
墓
関
係
資
料
は
、

本
資
料
を
除
き
、
み
な
並
河
総
次
郎
所
蔵
の
原
本
に
基
づ
く
写
本

で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
書
写
奥
書
の
「
出
所
及
所
有
者
」
を
並
河

総
次
郎
で
は
な
く
図
書
寮
と
し
、
来
歴
に
疑
問
が
残
る
。
天
理
図

書
館
に
原
本
が
所
蔵
さ
れ
ず
、
貴
重
な
写
本
で
あ
る
。

　

寒
泉
は
安
政
二
年
八
月
十
四
日
か
ら
（
期
間
は
未
詳
）
と
安
政

三
年
六
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日
と
の
両
次
に
わ
た
り
、
塾
頭
の

藤
條
公
名
を
伴
っ
て
実
地
調
査
を
行
な
っ
た
。
本
資
料
の
巻
頭
に

「
河
内
國
陵
墓
／（
改
行
）
並
河
鳳
来
奉　

命　

巡
拝
」
と
あ
る
よ

う
に
、こ
の
時
の
実
地
調
査
は
河
内
国
所
在
の
陵
墓
に
限
ら
れ
る
。

奥
書
に
は
「
安
政
二
年
乙
卯
八
月
十
八
日
／
門
人 

藤
條
公
名
拜

記
」
と
あ
り
、
恐
ら
く
寒
泉
の
口
述
を
門
弟
の
藤
條
に
記
録
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
全
体
構
成
〕
項
目
に
立
て
ら
れ
た
陵
墓
を
記
載
順
に
列
挙
す
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
ミ
サ
ン
サ
イ
山
（
藤
井
寺
市
、
仲
哀
陵
に

治
定
）、
冢
穴
（
羽
曳
野
市
、
来
目
皇
子
墓
に
治
定
）、
ム
子ね

カ
ツ

カ
（
羽
曳
野
市
、
峰
ケ
塚
古
墳
）、
牡ぼ

計け

山や
ま

（
藤
井
寺
市
青
山
、
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仁
賢
陵
に
治
定
）、
皇
子
軽
墓
（
羽
曳
野
市
、
前
の
山
古
墳
、
日

本
武
尊
陵
に
治
定
）、
坂
門
原
陵（
羽
曳
野
市
、
清
寧
陵
に
治
定
）、

恵
我
藻
伏
山
岡
陵
（
羽
曳
野
市
、
応
神
陵
に
治
定
）、
冢
山
（
羽

曳
野
市
、
墓
山
古
墳
か
）、
白
鳥
陵
（
羽
曳
野
市
、
現
在
の
白
鳥

陵
（
前
の
山
古
墳
）
で
は
な
く
、
古
市
所
在
の
白
鳥
神
社
古
墳
）、

聖
徳
太
子
墓（
太
子
町
）、
磯
長
原
陵（
太
子
町
、
用
明
陵
に
治
定
）、

大
阪
磯
長
陵
（
太
子
町
、
孝
徳
陵
に
治
定
）、
磯
長
山
田
陵
（
太

子
町
、
推
古
陵
に
治
定
）、
磯
長
中
尾
陵
（
太
子
町
、
敏
達
陵
に

治
定
）、
古
市
高
屋
丘
陵
（
羽
曳
野
市
、
安
閑
陵
に
治
定
）、
黒
山

古
墳
（
堺
市
美
原
区
黒
山
の
黒
姫
山
古
墳
）

〔
内
容
解
説
〕
安
政
三
年
の
実
地
調
査
に
つ
い
て
は
、『
居
諸
録
』

に
調
査
日
程
の
詳
細
が
読
み
取
れ
る
が
、
安
政
二
年
度
の
実
地
調

査
は
『
居
諸
録
』
に
は
開
始
日
の
八
月
十
四
日
以
降
「
爾
後
終
年

不
得
記
」
と
し
て
記
述
が
無
く
、
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。
本
資
料

は
調
査
対
象
と
な
っ
た
陵
墓
を
明
記
し
、
奥
書
に
よ
っ
て
調
査
終

了
時
期
を
八
月
十
八
日
頃
と
推
定
し
得
る
な
ど
、
調
査
記
録
の
空

白
を
補
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

〔
具
体
的
内
容
〕
内
容
は
、
陵
墓
の
規
模
・
形
状
の
調
査
結
果
、
地

元
に
お
け
る
伝
承
、
文
献
資
料
に
基
づ
く
自
ら
の
見
解
な
ど
で
あ

る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
例
を
引
用
す
る
。

ミ
サ
ン
サ
イ
山
…
葛
井
寺
ノ
西
南
三
四
町
丹
南
郡
岡
村
ノ
管
内

ニ
ア
リ
。
其
形
チ
宮
車
ニ
シ
テ
四
面
ニ
池
ア
リ
。
凡
百
三
四
十

間
四
方
許
リ
モ
有
ヘ
シ
ト
見
ユ
。
此
反
正
ノ
古
陵
ナ
ル
ヘ
シ
ト

云
説
ア
リ
。【
按
ス
ル
ニ
、
ミ
サ
ン
サ
イ
ハ
御
陵
ノ
訛
カ
。
大

和
國
鳥
屋
村
ニ
ア
ル
宣
化
帝
ノ
陵
モ
字
ミ
サ
サ
イ
山
ト
云
モ
御

陵
山
ノ
訛
ナ
ル
ヘ
シ
。】

牡
計
山
…
『
山
陵
志
』
等
ニ
云
、
仁
賢
帝
陵
其
処
ナ
リ
。
所
謂

宮
車
ノ
形
チ
ア
リ
テ
、
其
帝
陵
タ
ル
ニ
チ
カ
シ
。【
黒
山
村
里

正
云
、
今
云
野
中
村
ノ
牡
計
山
ハ
モ
ト
其
ト
コ
ロ
ニ
非
ス
。
尚

ソ
ノ
管
内
ニ
モ
ト
ノ
牡
計
山
ア
ル
ヘ
シ
。
今
ハ
土
地
ヲ
ア
ヤ
マ

リ
テ
稱
ス
ル
ナ
リ
ト
。
尚
探
知
ス
ヘ
シ
。】

坂
門
原
陵
…
此
陵
ノ
ナ
ラ
ヒ
東
ノ
方
ニ
小
白
髪
ト
字
ス
ル
圓
丘

ア
リ
。
或
云
、
清
寧
ノ
皇
后
ナ
ラ
ン
カ
。【
後
ニ
旧
史
ヲ
按
ス

ル
ニ
、
此
帝 

皇
后
モ
皇
子
女
モ
ナ
シ
】

黒
山
古
陵
…
丹
南
郡
黒
山
村
ニ
ア
リ
。（
中
略
）
此
陵
ノ
西
四

五
十
間
ニ
圓
冢
二
ツ
ア
リ
。
此
陵
則
『
河
内
志
』
所
謂
仁
賢
帝

陵
、
是
也
。

村
長
理
右
衛
門
云
、
此
陵
古
来 

天
武
陵
ト
云
、
又
ハ
天
武
ノ

改
葬
ア
リ
シ
古
陵
ト
モ
云
、或
ハ 

仁
賢
陵
ト
モ
云
傳
ヘ
リ
。（
中

略
）
但
其 

天
武
ノ
陵
、
或
ハ
改
葬
ノ
陵
ナ
ト
ハ
妄
傳
言
ヲ
マ

タ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
。

　

当
時
、
仁
賢
天
皇
陵
の
所
在
地
の
比
定
が
特
に
困
難
と
さ
れ
て

い
た
。
寒
泉
も
そ
れ
に
注
意
し
て
捜
索
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取

れ
る
。
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数
量
（
冊
数
）	

一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

26.7

×18.8

〔
定
義
〕
並
河
寒
泉
が
資
料
お
よ
び
実
地
の
調
査
に
基
づ
き
、
河

内
国
志
紀
郡
国こ

府う

村
（
現
在
の
大
阪
府
藤
井
寺
市
国
府
）
に
あ
る

市
野
山
古
墳
が
允
恭
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
も
の
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
三
年
四
月
に
諸
陵
寮
が
、
並
河
総
次

郎
所
蔵
の
原
本
を
借
り
て
転
写
し
た
写
本
。
こ
の
写
本
は
允
恭
天

皇
陵
の
考
証
に
関
す
る
二
種
の
著
述
の
合
本
の
形
態
を
と
る
。
す

な
わ
ち
、
Ａ
『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』
と
題
す
る
漢
文
で
記
さ
れ
た

一
冊
、
Ｂ
『
允
恭
帝
陵
考
』
と
題
す
る
和
文
で
記
さ
れ
た
一
冊
の

二
種
で
あ
る
。
Ａ
の
本
奥
書
に
は
「
安
政
丙
辰
五
月
」
と
あ
り
、
Ｂ

の
本
奥
書
に
は
「
安
政
丙
辰
八
月　

並
河
鳳
来
申
上
」
と
あ
る
。
寒

泉
の
蔵
書
は
、
総
次
郎
を
経
て
、
昭
和
二
十
八
年
に
天
理
図
書
館

に
一
括
移
管
さ
れ
た
が
、
本
資
料
の
原
本
は
な
ぜ
か
天
理
図
書
館

に
は
所
蔵
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
写
本
は
貴
重
で
あ
る
。

〔
全
体
構
成
〕
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
資
料
ご
と
に

記
す
。

　

Ａ
『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』（
四
葉
）に
関
し
て
。こ
れ
は
①
史
書
・

陵
墓
研
究
の
関
係
記
述
の
抜
粋
、
②
寒
泉
の
考
証
、
③
市
辺
皇
子

の
墓
に
つ
い
て
記
し
た
『
古
事
記
』
本
文
の
解
釈
に
関
す
る
付
記
、

の
三
部
か
ら
成
り
、
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

①
は
「
允
恭
天
皇
御
陵
考
引
証
」
と
題
し
、『
古
事
記
』、『
日

【
詳
細
書
誌
情
報
】

安
政
乙
卯
巡
拝
録　

一
冊

藤
條
公
名 

筆

〔
寸
法
〕26.5

×18.5

〔
書
式
〕
朱
色
で
印
刷
し
た
、
四
周
双
辺
、
十
三
行
、
版
心
に
「
宮

内
省
」
と
あ
る
宮
内
省
用
箋
を
用
い
る
。

〔
内
題
〕「
河
内
國
陵
墓
」

〔
外
題
〕
書
題
簽
「
安
政
乙
卯
巡
拜
録
」

〔
奥
書
〕
本
奥
書
「
安
政
二
年
乙
卯
八
月
十
八
日
／
門
人　

藤
條
公

名
拜
記
」。
書
写
奥
書
は
巻
末
に
下
記
の
通
り
記
す
。

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
京
区
大
国
町　

並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
二
月
十
四
日

写
字
：
諸
陵
寮
嘱
託　

山
本
臨
乗

校
合
：
陵
墓
守
長　

西
野
伊
之
助

〔
印
記
〕
第
一
葉
表
「
諸
陵
寮
圖
書
印
」、
第
二
葉
表
「
圖
書
寮
印
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
、
全
九
葉

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
番
號1620

／
冊
數
１
／
函
架
５ 

30
」、「
圖

書
寮
／
番
號61878

／
冊
數
１
／
函
號 

陵913

」

允
恭
帝
陵
考
（
い
ん
ぎ
ょ
う
て
い
り
ょ
う
こ
う
）

関
係
人
物
名	

並
河
寒
泉
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本
書
紀
』、『
旧
事
紀
』、『
延
喜
式
』、『
皇
年
代
略
記
』、『
皇
代
記
』、

『
大
日
本
史
』（
以
上
、
史
書
）、
松
下
見
林
『
前
王
廟
陵
記
』、
細

井
知
慎
『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』、
並
河
永
『
河
内
志
』、
蒲
生
秀
賢

『
山
陵
志
』、
水
島
永
政『
陵
墓
考
略
説
』（
以
上
、
陵
墓
研
究
な
ど
）

を
引
用
す
る
。

　

②
は
「
允
恭
帝
陵
考
案
」
と
題
す
る
寒
泉
の
考
証
。
①
の
「
引

証
」
に
引
い
た
陵
墓
研
究
で
は
、『
河
内
志
』
が
仲
津
山
古
墳
（
藤

井
寺
市
沢
田
）
に
、『
陵
墓
考
略
説
』
が
岡
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
藤

井
寺
市
藤
井
寺
）
に
比
定
す
る
以
外
は
、
い
ず
れ
も
允
恭
陵
を
市

野
山
古
墳（
藤
井
寺
市
国
府
）に
比
定
す
る
。
寒
泉
も
、『
延
喜
式
』

に
お
け
る
「
恵
我
長
野
北
陵
」
と
い
う
名
称
、
周
辺
陵
墓
と
の
位

置
関
係
、
市
野
山
古
墳
の
形
状
な
ど
か
ら
、
通
説
と
同
様
に
市
野

山
古
墳
を
允
恭
陵
に
比
定
す
る
。

　

③
は
「
附
考
」
と
題
し
、
市
野
山
古
墳
を
市
い
ち
の

辺へ
の

押お
し

歯は
の

皇み

子こ

（
履

中
帝
の
皇
子
で
、
顕
宗
・
仁
賢
両
帝
の
父
。
雄
略
帝
に
殺
さ
れ
た
）

の
墓
と
す
る
伝
承
を
退
け
る
た
め
の
傍
証
で
あ
る
。
市
辺
皇
子
の

遺
骨
が
畿
内
に
改
葬
さ
れ
た
と
す
る
説
の
論
拠
と
な
る『
古
事
記
』

顕
宗
天
皇
巻
の
記
述
に
つ
い
て
、「
錯
簡
」
と
い
う
見
方
も
交
え

て
新
た
な
解
釈
を
提
示
す
る
。

　

Ｂ
「
允
恭
帝
陵
考
」（
六
葉
）
に
関
し
て
。
第
一
葉
に
「
恵
我

長
野
西
陵（
仲
哀
陵
）」「
忍
坂
大
仲
津
姫
陵（
允
恭
帝
后
陵
）」「
恵

我
藻
伏
岡
陵
（
応
神
陵
）」「
恵
我
長
野
北
陵
（
允
恭
陵
）」
の
位

置
関
係
を
示
す
略
図
を
付
す
。
西
を
上
、
北
を
右
に
し
た
図
で
、

寒
泉
撰
『
仲
津
山
陵
考
』（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
附
図
と
同
様
の

も
の
。

　

略
図
の
他
は
和
文
で
記
さ
れ
た
考
証
で
、
内
容
は
基
本
的
に
Ａ

と
同
様
で
あ
る
が
差
異
も
あ
る
。
ま
ず
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
、
国
府
の

市
野
山
古
墳
は
允
恭
陵
で
あ
っ
て
市
辺
押
歯
皇
子
の
墓
で
は
な
い

こ
と
の
傍
証
と
し
て
長
野
義よ
し

言と
き

『
市
辺
皇
子
墓
考
』
の
所
説
を
用

い
る
が
、Ｂ
は
Ａ
に
比
べ
て
か
な
り
詳
細
に
長
野
説
を
紹
介
す
る
。

ま
た
Ａ
の
③
附
考
に
見
え
た
『
古
事
記
』
の
錯
簡
説
は
、
Ｂ
に
は

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
説
は
寒
泉
撰
の
や
は
り
和
文
で
記

さ
れ
た
『
允
恭
帝
陵
考
別
記
』（
後
掲
）
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

意
図
し
て
そ
ち
ら
へ
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
内
容
解
説
〕
前
述
の
よ
う
に
、
允
恭
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
、

殆
ど
の
陵
墓
研
究
が
志
紀
郡
国
府
村
に
あ
る
市
野
山
古
墳
に
比
定

す
る
が
、
並
河
永
『
河
内
志
』
は
、
藤
井
寺
市
沢
田
に
あ
る
仲
津

山
古
墳
を
允
恭
陵
と
し
、「
市
邊
墓
、
在
國
府
村
」
と
国
府
の
市

野
山
古
墳
を
市
辺
皇
子
墓
と
見
な
し
た
。

　

Ａ
に
は
「
鳳
来
以
今
茲
安
政
丙
辰
（
安
政
三
年
）
五
月
入
河
探

索
帝
陵
、
造
志
紀
郡
東
北
国
府
村
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
Ａ
・
Ｂ

が
文
献
研
究
の
ほ
か
実
地
調
査
も
経
た
後
の
所
説
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
寒
泉
の
日
記
『
居
諸
録
』
に
は
安
政
三
年
五
月

に
河
内
に
陵
墓
調
査
に
赴
い
た
こ
と
が
見
え
ず
、
調
査
時
期
に
つ
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い
て
は
一
考
を
要
す
る
。

　

通
説
で
は
允
恭
陵
と
さ
れ
る
市
野
山
古
墳
を
、
並
河
永
『
河
内

志
』
は
「
市
邊
墓
」
と
す
る
。
常
識
的
に
見
て
市
辺
押
歯
皇
子
の

墓
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
寒
泉
も
通
説
と
同
様
に
市
野
山
古
墳

を
允
恭
陵
に
比
定
す
る
の
で
、
並
河
永
『
河
内
志
』
の
説
に
は
従

わ
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
河
内
志
』
の
所
説
を
簡

単
に
否
定
せ
ず
、
か
な
り
慎
重
に
取
り
扱
う
。
寒
泉
は
言
う
、『
河

内
志
』
は
「
市
邊
墓
」
と
の
み
記
す
。「
市
邊
皇
子
4

4

墓
」
と
し
な

い
の
は
「
市
邊
」
を
皇
子
の
名
と
見
ず
、
地
名
と
見
た
か
ら
で
あ

る
。
被
葬
者
が
未
詳
ゆ
え
、
仮
に
地
名
の
「
市
邊
」
を
存
し
て
後

の
研
究
を
俟
っ
た
の
だ
、
と
。
並
河
永
は
寒
泉
の
祖
父
に
当
た
る
。

『
河
内
志
』
の
所
説
へ
の
態
度
に
は
祖
父
を
弁
護
す
る
意
図
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

市
野
山
古
墳
が
市
辺
皇
子
の
墓
で
は
な
い
こ
と
の
傍
証
と
し
て

援
用
さ
れ
る
の
が
、
市
辺
皇
子
墓
が
近
江
国
に
あ
る
こ
と
を
論
証

し
た
長
野
義よ
し

言と
き

『
市
辺
忍
歯
別
命
山
陵
考
』
の
説
で
あ
る
。
長
野

義
言
（
一
八
一
五
～
一
八
六
二
）
は
長
野
主
膳
の
通
称
で
知
ら
れ
、

国
学
者
と
し
て
井
伊
直
弼
の
師
と
な
り
、
直
弼
の
大
老
就
任
後
は

重
用
さ
れ
て
安
政
の
大
獄
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
『
居
諸
録
』
に
は
、
京
都
の
国
学
者
で
後
に
文
久
の
修
陵
で
調

方
筆
頭
を
務
め
た
谷
森
善
臣
（
本
名
種
松
、
通
称
二
郎
）
と
の
書

簡
の
遣
り
取
り
が
散
見
す
る
。
安
政
三
年
三
月
六
日
の
条
に
「
六

日 

『
神
武
陵
墓
考
』
及
『
諸
陵
考
畧
』
共
二
冊
、
自
谷
森
氏
還
納
。

京
師
谷
森
次マ

郎マ

子
逓
致
前
日
所
托
標
背
紙
書
付
『
市
邊
皇
子
山
陵

考
』【
長
野
義
言
考
、
其
友
人
也
】付
来
前
日
予
所
叩
也
」と
見
え
、

寒
泉
が
谷
森
か
ら
長
野
の
著
『
市
辺
皇
子
山
陵
考
』
を
提
供
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寒
泉
と
谷
森
と
の
間
で
陵
墓
関
係
資
料

の
貸
借
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
谷
森
と
の
交
流
が
寒

泉
の
研
究
に
寄
与
し
た
一
例
で
あ
る
。

〔
具
体
的
内
容
〕

　

Ａ
『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』
に
関
し
て
。
寒
泉
の
考
証
の
内
容
は

六
段
に
分
け
ら
れ
る
。
各
段
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１�

．『
延
喜
式
（
諸
陵
寮
）』
に
允
恭
陵
を
「
恵
我
長
野
北
陵
」
と

記
す
点
を
重
視
し
、
市
野
山
古
墳
を
允
恭
陵
と
す
べ
き
こ
と
。

多
く
の
陵
墓
研
究
と
同
様
に
、
寒
泉
も
『
延
喜
式
』
の
記
載
す

る
「
北
」
の
字
に
注
目
し
、
周
辺
の
陵
と
の
位
置
関
係
か
ら
す

れ
ば
、
允
恭
陵
は
長
野
地
域
に
散
在
す
る
諸
陵
の
北
に
あ
る
市

野
山
古
墳
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。

２�

．
実
地
調
査
に
よ
る
形
状
か
ら
市
野
山
古
墳
は
天
皇
陵
で
あ
り

皇
子
墓
で
は
な
い
こ
と
。
地
元
に
は
市
野
山
古
墳
が
市
辺
皇
子

の
墓
で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
り
、『
河
内
志
』
も
「
市
邊
墓
」

と
し
て
い
た
。
寒
泉
は
実
地
調
査
で
確
認
し
た
そ
の
前
方
後
円

の
形
状
か
ら
、
天
皇
陵
で
あ
っ
て
決
し
て
皇
子
墓
で
は
な
い
こ

と
を
確
信
し
、
市
辺
皇
子
墓
の
可
能
性
を
否
定
し
た
。
寒
泉
の

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日

70



実
地
調
査
が
ど
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
て
い
た
の
か
が
分
か
る

記
述
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
一
部
を
抄
出
す
る
。

鳳
来
以
今
茲
安
政
丙
辰
五
月
入
河
探
索
帝
陵
、
造
志
紀
郡
東

北
国
府
村
。
村
内
有
一
陵
、
問
諸
村
正
、
則
曰
市
野
山
、
傳

言
市
邊
王
子
墓
。
鳳
来
審
察
其
陵
勢
、
長
於
南
北
而
短
於
東

西
、
高
於
北
而
卑
於
南
、
高
卑
之
間
陵
夷
為
凹
、
迴
以
溝
池
、

所
謂
宮
車
之
象
。
其
高
處
藏
梓
宮
之
處
而
南
面
也
。
儼
然
天

子
之
陵
矣
、
決
非
皇
子
之
墓
也
。

３�

．
市
野
山
古
墳
が
市
辺
皇
子
墓
と
誤
解
さ
れ
た
理
由
。
大
和
川

の
支
流
で
あ
る
石
川
左
岸
一
帯
は
か
つ
て
「
恵
我
」
と
称
さ
れ
、

水
運
の
便
か
ら
交
易
が
行
な
わ
れ
た
た
め
「
恵
我
市
」
と
称
さ

れ
た
。
そ
の
近
辺
に
あ
っ
た
古
墳
ゆ
え
市
野
山
古
墳
は
「
恵
我
ノ

市
ノ
辺
之
墓
」
と
称
さ
れ
、
後
に
「
市
辺
墓
」
と
略
称
さ
れ
た
。

こ
れ
が
偶
然
に
市
辺
押
歯
皇
子
と
同
名
だ
っ
た
の
で
、
市
辺
皇

子
の
墓
と
の
誤
伝
を
生
ん
だ
。
市
辺
皇
子
が
名
に
「
市
辺
」
を

冠
す
る
理
由
と
し
て
、『
文
徳
実
録
』
に
「
先
朝
之
制
、
毎
皇

子
生
、
以
乳
母
姓
為
之
名
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
皇
子
の
乳
母

に
市
辺
出
身
の
乳
母
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
。

こ
の
後
に
前
述
の
『
河
内
志
』
弁
護
が
続
く
。

４�

．
長
野
義
言
説
に
よ
る
市
辺
皇
子
墓
の
近
江
国
に
あ
る
こ
と
の

考
証
。
市
辺
皇
子
は
雄
略
帝
に
よ
り
殺
害
さ
れ
、
い
っ
た
ん
塚

に
遺
骸
が
埋
め
ら
れ
た
。
後
に
市
辺
皇
子
の
子
の
顕
宗
帝
が
そ

の
塚
を
掘
り
返
し
、
同
時
に
殺
害
さ
れ
た
人
々
の
骨
と
と
も
に

別
の
場
所
に
改
葬
し
た
。
先
に
葬
ら
れ
た
塚
は
近
江
国
蒲
生
郡

に
在
っ
て
壊
こ
ぼ
ち

塚
と
い
い
、
改
葬
さ
れ
た
塚
は
市
辺
皇
子
の
頭
骨

を
納
め
た
塚
と
そ
の
他
諸
々
の
骨
を
納
め
た
塚
と
が
並
ん
で
同

国
神
崎
郡
御
園
郷
妙
法
寺
村
に
あ
る
。
こ
の
顛
末
は
長
野
義
言

の
著
に
具
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

５�

．『
古
事
記
』（
顕
宗
天
皇
巻
）
を
論
拠
と
す
る
、
市
辺
皇
子
墓

畿
内
説
に
対
す
る
反
駁
。『
古
事
記
』
顕
宗
天
皇
巻
に
は
、
顕

宗
天
皇
は
殺
害
さ
れ
た
父
市
辺
皇
子
の
遺
骨
を
探
し
出
し
、
蚊

屋
野
の
東
山
に
陵
を
造
営
し
て
埋
葬
し
て
、
韓か
ん

帒た
い

の
子
ら
に
守

ら
せ
た
と
い
い
、
そ
の
直
後
に
「
然
後
持
上
其
御
骨
也
」
と
記

す
。
一
説
に
そ
れ
を「
後
に
そ
の
御
骨
を
畿
内
に

4

4

4

持
ち
上
げ
た
」

と
解
釈
し
、
市
辺
皇
子
墓
が
畿
内
（
河
内
）
に
あ
る
根
拠
と
す

る
。
こ
の
説
に
対
し
寒
泉
は
、
畿
内
の
ど
こ
に
改
葬
し
た
か
記

述
が
な
い
こ
と
、後
文
に
改
葬
の
こ
と
を
記
さ
な
い
こ
と
、「〔
蚊

屋
野
の
東
山
に
〕
御
陵
を
作
り
葬
る
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
の
理
由
を
挙
げ
て
反
駁
す
る
。

　

考
証
を
補
強
す
る
「
附
考
」
は
、
前
記
の
『
古
事
記
』
顕
宗

天
皇
巻
の
記
述
に
関
し
て
、
新
た
な
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
漢
学
の
文
献
批
判
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
錯
簡
」
と
い

う
見
方
か
ら
『
古
事
記
』
本
文
を
検
討
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。
ち
な
み
に
懐
徳
堂
に
は
錯
簡
の
視
点
か
ら
『
中
庸
』
本
文
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に
独
自
の
見
解
を
示
し
た
「
中
庸
錯
簡
説
」
が
あ
る
。
こ
れ
を

意
識
し
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
漢
学
者
ら
し
い
視
点
に
よ
る

『
古
事
記
』
解
釈
と
言
え
る
。
以
下
そ
の
全
文
を
抄
出
す
る
。

　

附
考

『
古
訓
古
事
記
』【
本
居
宣
長
校
】
顕
宗
記
中
、
改
葬
市
邊
皇

子
遺
骨
条
云
、「
於
其
蚊
屋
野
之
東
、
作
山
御
陵
葬
、
以
韓

帒
之
子
等
令
守
其
御
陵
、
然
後
持
上
其
骨
也
。」「
然
後
」
以

下
七
字
、『
古
訓
』
不
副
墨
、
校
者
以
為
不
可
讀
也
。
蓋
以

上
下
文
意
難
相
属
故
也
。
鳳
来
按
、
是
句
錯
簡
、
且
有
誤
字
。

今
移
此
七
字
、
置
作マ
マ（
於
の
誤
り
か
）「
陵
」
下
、
而
「
骨
也
」

之
「
也
」、
宜
作
「
而
」。
蓋
以
字
畫
似
誤
也
。
果
然
、
文
意

太
順
、
義
亦
相
適
。
蓋
言
於
其
蚊
屋
野
作
陵
、
然
後
持
上
其

骨
而
葬
、
以
韓
帒
之
子
等
、
令
守
御
陵
也
。
文
義
豈
不
順
適

乎
哉
。
又
按
、「
於
蚊
屋
野
東
、
作
山
御
陵
」
句
、「
作
山
」

二
字
倒
置
之
、
則
此
句
意
亦
順
。

�

鳳
来
謹
考　

錯
簡
改
正　
「
於
其
蚊
屋
野
之
東
山
作
御
陵
、
然
後
持
上
其

骨
而
葬
、
以
韓
帒
之
子
等
令
守
其
御
陵
。」

　

Ｂ
『
允
恭
帝
陵
考
』
に
関
し
て
。
寒
泉
の
考
証
の
内
容
は
七
段

に
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
後
に
重
複
が
あ
り
未
整
理
の
感
が

あ
る
。
各
段
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１�

．
市
野
山
古
墳
を
市
辺
皇
子
墓
と
す
る
伝
説
と
そ
の
理
由
の
考

察
。
市
野
山
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
市
辺
皇
子
の
墓
と

す
る
伝
説
が
あ
り
、
並
河
『
河
内
志
』
は
「
市
邊
墓
」
と
し
、

蒲
生
『
山
陵
志
』
は
允
恭
陵
と
す
る
よ
う
に
説
が
別
れ
る
。
市

野
山
と
い
う
呼
称
は
、
か
つ
て
の
「
餌
香
ノ
市
ノ
辺
」
に
位
置

し
た
た
め
で
あ
る
。『
河
内
志
』
が
「
市
邊
墓
」
と
し
か
記
さ

ぬ
点
か
ら
す
れ
ば
、
市
辺
皇
子
の
墓
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。『
河
内
志
』
弁
護
を
含
む
こ
の
段
は
、

上
記
の
Ａ
『
允
恭
天
皇
御
陵
考
』
の
内
容
の
３
に
当
た
る
。

２�

．
市
野
山
古
墳
お
よ
び
仲
津
山
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
。
寒

泉
に
よ
れ
ば
、
仲
津
山
古
墳
（
現
在
の
藤
井
寺
市
沢
田
）
は
允

恭
帝
后
の
忍
お
し
さ
か
の
お
お
な
か
つ
ひ
め

坂
大
中
姫
の
陵
で
あ
り
（『
仲
津
帝
陵
考
』
に
詳

し
い
）、
市
野
山
古
墳
は
『
延
喜
式
』
に
「
恵
我
長
野
北4

陵
」

と
記
す
位
置
関
係
か
ら
、
蒲
生
『
山
陵
志
』
の
允
恭
陵
と
す
る

説
が
至
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
古
墳
が
近
接
す
る
理
由
を「
御

夫
婦
故
之
御
事
欤
と
奉
存
候
」
と
す
る
。
上
記
Ａ
の
１
の
内
容

と
重
な
る
が
、
本
資
料
は
仲
津
山
古
墳
を
允
恭
帝
后
陵
と
す
る

寒
泉
独
自
の
見
解
に
も
言
及
し
て
い
る
。

３�

．
市
辺
皇
子
墓
の
所
在
地
に
つ
い
て
。『
古
事
記
』
顕
宗
天
皇
巻

に
市
辺
皇
子
墓
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
御
園
郷
妙
法
寺
村
に

あ
る
古
墳
が
市
辺
皇
子
の
頭
蓋
骨
と
骨
を
埋
葬
し
た
場
所
で
あ

る
と
い
う
。
長
野
義
言
の
説
に
基
づ
き
、
５
と
関
わ
る
。

４�

．『
延
喜
式
』
の
記
述
に
つ
い
て
。『
延
喜
式
』
に
允
恭
陵
を
「
恵
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我
長
野
北4

陵
」
と
記
す
の
は
、
そ
の
南
に
あ
る
「
恵
我
藻
伏
岡

陵
（
応
神
陵
）」
と
の
相
対
的
な
位
置
に
よ
る
と
い
う
。
こ
の

内
容
は
地
理
的
な
位
置
に
つ
い
て
述
べ
た
１
に
含
ま
れ
る
の
が

適
当
と
思
わ
れ
、
構
成
に
お
い
て
未
整
理
の
感
が
あ
る
。

５�

．
市
辺
皇
子
墓
の
所
在
地
に
関
す
る
長
野
義
言
の
説
の
紹
介
。

上
記
Ａ
の
４
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
が
、「
江
州
之
人
長
野
義

言
著
述
の
『
市
邊
皇
子
山
陵
考
』
有
之
候
。
右
之
書
ニ
而
見
申

候
得
ハ
委
曲
相
分
り
申
候
。
左
に
其
畧
を
申
上
候
」
と
言
う
よ

う
に
、
長
野
説
の
概
略
を
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

６��

．
ま
と
め
。
以
下
に
全
文
を
抄
出
す
る
。

鳳
来
謹
按
ニ
、
市
邊
皇
子
の
御
墓
ハ
、
右
之
如
近
江
ニ
歴
然

と
有
之
候
事
に
御
座
候
得
ば
、
何
之
疑
も
有
之
間
敷
候
事
と

奉
存
候
。
左
様
候
得
ば
、
河
内
國
府
村
に
有
之
候
市
野
山
と

奉
称
候
陵
は
、
全
ク
允
恭
帝
之
御
陵
ニ
御
座
候
事
、
疑
ヲ
容

ル
可
事
ニ
ハ
有
之
間
敷
ト
乍
恐
奉
存
候
。

７�

．
市
野
山
と
い
う
呼
称
の
考
察
。
こ
の
辺
り
を
古
く
は
「
餌え

香が
の

市い
ち

」
い
い
、
そ
の
近
辺
の
陵
な
の
で
、「
餌え

香が
の

市い
ち
の

邊べ
の

山
陵
」
と

い
っ
た
。「
市
ノ
山
」
を
漢
字
表
記
に
し
て
「
市
野
山
」
と
な
っ

た
。
今
の
古
市
（
羽
曳
野
市
古
市
）
が
か
つ
て
の
「
餌
香
市
」

で
あ
る
。
上
記
１
と
重
複
す
る
内
容
で
、
や
は
り
構
成
に
未
整

理
の
感
が
あ
る
。
以
下
、
末
尾
を
抄
出
す
る
。

右
之
通
愚
考
仕
候
得
共
猶
又
御
再
考
奉
希
候

　
　
　
　

安
政
丙
辰
八
月　

並
河
鳳
来
申
上

【
詳
細
書
誌
情
報
】

允
恭
帝
陵
考　

一
冊

並
河
寒
泉　

写
本

〔
寸
法
〕26.7

×18.8

〔
書
式
〕
朱
色
で
印
刷
し
た
、
四
周
双
辺
、
十
三
行
、
版
心
に「
宮

内
省
」
と
あ
る
宮
内
省
用
箋
を
用
い
る
。
一
行
二
十
二
字

〔
内
題
〕
二
種
の
考
証
の
合
本
で
、Ａ
「
允
恭
天
皇
御
陵
考
」、Ｂ「
允

恭
帝
陵
考
」

〔
外
題
〕
書
題
簽
「
允
恭
帝
陵
考　

全
」。
Ａ
「
允
恭
帝
陵
考　

全
」

と
打
付
書
き
。
Ｂ
「
允
恭
帝
陵
考　

恵
我
長
野
北
陵
」
と
打
付

書
き
。

〔
奥
書
〕
Ａ
本
奥
書
「
安
政
丙
辰
五
月
」、
Ｂ
本
奥
書
「
安
政
丙
辰

八
月　

並
河
鳳
来 

申
上
」。
Ａ
・
Ｂ
巻
末
に
付
す
書
写
奥
書
は
次

の
よ
う
に
記
す
。

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
京
区
大
國
町　

並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
四
月
廿
一
日

写
字
：
陵
墓
守
長　

西
野
伊
之
助

校
合
：
諸
陵
寮
嘱
託　

山
本
臨
乗

〔
印
記
〕
第
一
葉
表
「
諸
陵
寮
圖
書
印
」、「
圖
書
寮
印
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
、
全
十
葉
。
内
訳
は
Ａ
四
葉
（
引
証
一
葉
、
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考
案
二
葉
、
附
考
一
葉
）。
Ｂ
六
葉
（
図
一
葉
、
考
証
五
葉
）

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
５ 

15
部
／
１
冊
／
82
號
」、「
圖
書
寮
／

番
號61852

／
冊
數
１
／
函
號 

陵891

」

仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覺
（
に
ん
け
ん
て
ん
の
う
ご
り
ょ
う
も
う
し

あ
げ
お
ぼ
え
）

関
係
人
物
名	
並
河
寒
泉

数
量
（
冊
数
）	
一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

26.6
×19.3

〔
定
義
〕
並
河
寒
泉
が
安
政
二
年
（
乙
卯
、
一
八
五
五
）
八
月
十

四
日
か
ら
行
な
っ
た
実
地
調
査
に
お
け
る
、
仁
賢
天
皇
陵
に
関
す

る
調
査
報
告
書
の
控
え
。
内
容
か
ら
見
て
、
十
分
な
考
察
を
尽
し

た
結
論
で
は
な
く
、
中
間
報
告
書
と
い
う
べ
き
も
の
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
三
年
に
宮
内
省
に
お
い
て
並
河
総
次

郎
所
蔵
の
原
本
を
書
写
し
た
写
本
。
並
河
寒
泉
の
蔵
書
は
、
天
理

図
書
館
に
一
括
移
管
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
本
資
料
の
原
本

は
ど
う
い
う
理
由
か
天
理
図
書
館
の
蔵
書
に
は
見
え
ず
、
所
在
は

未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
書
陵
部
所
蔵
の
『
陵
墓
考
集
』（
後
掲
）

に
も
、
宮
内
省
諸
陵
寮
に
よ
っ
て
大
正
十
三
年
に
書
写
さ
れ
た
、

並
河
総
次
郎
所
蔵
原
本
を
底
本
と
す
る
写
本
を
収
録
す
る
。

〔
全
体
構
成
〕
①
史
書
・
陵
墓
研
究
の
関
係
記
述
の
抜
粋
お
よ
び

寒
泉
の
注
記
、
②
寒
泉
の
実
地
調
査
結
果
、
③
文
献
・
実
地
調
査

に
も
と
づ
く
寒
泉
の
考
証
。

　

①
は
、『
旧
事
記
』、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、『
延
喜
式
』、『
大

日
本
史
』（
以
上
、
史
書
）、
松
下
見
林
『
前
王
廟
陵
記
』、
細
井

知
慎
『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』、『
享
保
六
年
御
陵
記
』、
並
河
永
『
河

内
志
』、
秋
里
籬
島
『
河
内
名
所
図
会
』、
蒲
生
秀
賢
『
山
陵
志
』、

水
島
永
政
『
陵
墓
考
略
説
』（
以
上
、
陵
墓
研
究
な
ど
）
を
引
用

す
る
。

　

松
下『
前
王
廟
陵
記
』、
細
井『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』の
下
に「
朋

来
謹
按
」
に
始
ま
る
注
記
が
あ
り
、
ま
た
並
河
『
河
内
志
』、
秋

里
『
河
内
名
所
図
会
』
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
『
河
内
名
所
鑑
』、
覚
峯

師
説（『
河
内
名
所
図
会
』「
仁
賢
天
皇
陵
」項
所
引
）を
引
く
。『
允

恭
帝
陵
考
』（
前
掲
）、『
仲
哀
帝
陵
考
』（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
「
引

証
」
部
分
と
比
較
し
て
、
本
資
料
は
引
用
の
下
に
寒
泉
の
加
え
た

注
記
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
体
例
の
未
確
立
と
い
う
感
が
あ
る
。

　

②
の
実
地
調
査
記
録
は
、
仁
賢
陵
と
目
さ
れ
た
二
つ
の
陵
―
す

な
わ
ち
細
井
『
諸
陵
周
垣
成
就
記
』・
並
河
『
河
内
志
』
が
比
定

す
る
黒
山
古
墳（
堺
市
美
原
区
黒
山
の
黒
姫
山
古
墳
）、
覚
峯
説
・

蒲
生
『
山
陵
志
』
が
比
定
す
る
牡ぼ

計け

山や
ま

古
墳
（
藤
井
寺
市
青
山
、

現
在
仁
賢
天
皇
陵
に
治
定
）
―
に
つ
い
て
、
実
地
調
査
の
結
果
を

詳
細
に
記
録
す
る
。
陵
の
規
模
や
形
態
の
観
察
、
地
元
住
民
へ
の

聞
き
取
り
、
地
元
が
所
蔵
す
る
関
係
資
料
の
閲
覧
依
頼
な
ど
、
具

体
的
な
調
査
内
容
が
窺
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
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③
の
考
証
部
分
は
「
一
つ
書
き
」
に
よ
っ
て
八
段
に
分
け
ら
れ

る
。
各
段
の
要
旨
は
後
掲
〔
具
体
的
内
容
〕
を
参
照
。

〔
内
容
解
説
〕
安
政
二
年
（
乙
卯
、
一
八
五
五
）
四
月
十
九
日
、
寒

泉
は
大
坂
東
町
奉
行
所
か
ら
河
内
所
在
の
陵
墓
の
調
査
を
委
嘱
さ

れ
た
。
奉
行
所
の
説
明
で
は「
其
の
尤
も
審
ら
か
に
し
難
き
者
は
、

仁
賢
帝
の
一
陵
な
り
」（『
居
諸
録
』）
と
の
こ
と
で
、
寒
泉
の
陵

墓
調
査
に
お
い
て
仁
賢
陵
（
埴
生
坂
本
陵
）
の
比
定
は
と
り
わ
け

重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。

　

寒
泉
の
日
記
『
居
諸
録
』
に
よ
れ
ば
、
陵
墓
の
実
地
調
査
は
同

年
八
月
十
四
日
か
ら
行
な
わ
れ
た
。こ
の
時
に
訪
れ
た
陵
墓
は『
安

政
乙
卯
巡
拝
録
』（
前
掲
）
に
記
さ
れ
、
そ
こ
に
「
牡
計
山
」
と

し
て
仁
賢
陵
も
見
え
る
。
本
資
料
は
、
本
奥
書
に
「
安
政
乙
卯
九

月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
二
年
八
月
の
調
査
直
後
の
報
告
で

あ
る
と
わ
か
る
。

　

本
資
料
の
②
実
地
調
査
記
録
部
分
に
は
、「
當
月
中
比
に
ハ
今

一
度
参
候
故
、〔
黒
山
古
墳
の
資
料
を
〕
其
節
借
受
可
申
様
頼
置

候
」、「〔
ボ
ケ
山
古
墳
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
〕
當
月
中
頃

参
候
節
者
、
何
か
手
懸
り
も
出
来
可
仕
哉
と
奉
存
相
樂
居
候
」
と

見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
四
日
か
ら
の
調
査
を
一
旦
終

え
、
本
資
料
に
見
え
る
内
容
を
奉
行
所
へ
報
告
し
、
そ
の
後
九
月

中
旬
に
再
度
こ
の
地
を
調
査
に
訪
れ
る
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

安
政
二
年
度
の
実
地
調
査
に
つ
い
て
は
、『
居
諸
録
』
に
開
始

時
期
は
明
記
す
る
が
、
終
了
時
期
は
「
爾
後
終
年
不
得
記
」
と
し

か
記
さ
な
い
た
め
に
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
本
資
料
は
実
地
調
査

期
間
の
空
白
を
補
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
③
の
考
証
部
分
（
第
五
段
落
）
に
、
塚
穴
古
墳
に
関
す
る

島
泉
村
（
現
在
の
羽
曳
野
市
島
泉
）
庄
屋
吉
村
氏
へ
の
聞
き
取
り

が
記
録
さ
れ
る
。
塚
穴
古
墳
の
石
室
内
部
に
つ
い
て
は
、
覚
峰（
一

七
二
九
～
一
八
一
五
）
に
よ
る
詳
細
な
記
録
が
あ
る
が
、
吉
村
氏

の
実
見
記
録
は
そ
の
補
足
と
し
て
価
値
が
あ
ろ
う
。

〔
具
体
的
内
容
〕
③
の
考
証
部
分
に
つ
い
て
、段
落
ご
と
に
そ
の
要

旨
を
記
す
。

１�

．
地
名
に
基
づ
く
埴
生
坂
の
位
置
の
考
察
。
仁
賢
陵
は
『
日
本

書
紀
』『
延
喜
式
』
に
「
埴
生
坂
本
陵
」
と
記
さ
れ
る
。
そ
の

所
在
地
に
つ
い
て
は
、黒
山
説
と
牡
計
山
説
の
二
説
が
あ
る
が
、

埴
生
坂
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
そ
の
分
岐
を
解
く
鍵

で
あ
る
、
と
言
う
。（
以
下
は
そ
の
概
略
。）

　

蒲
生『
山
陵
志
』が
言
う
通
り
、〈
羽
曳
野
は
ハ
ニ
フ
の
訛
り
〉

で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
村
人
に
「
ハ
ビ
キ
野
」
の
漢
字
表
記

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
垣4

生
野
」
と
答
え
た
が
、
こ
れ
は
「
埴4

生

野
」
の
誤
り
に
相
違
な
い
。「
ハ
ニ
フ
」
が
「
ハ
ビ
キ
」
に
訛
り
、

そ
れ
が
「
羽
曳
」
と
表
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

埴
生
坂
と
い
う
地
名
の
由
来
を
知
れ
ば
、そ
の
位
置
も
知
れ
、

自
ず
と
陵
の
所
在
地
も
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。「
埴
」
と
は
粘

宮内庁書陵部所蔵　並河寒泉「陵墓調査関係資料」解題 ― 矢羽野隆男

75



土
で
、
粘
土
を
産
出
す
る
故
に
埴
生
の
地
名
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
地
は
南
ほ
ど
赤
い
粘
土
質
で
、『
延
喜
式
（
主
計
寮
）』

に
も
当
地
の
献
上
品
と
し
て
陶
器
類
が
記
さ
れ
て
い
る
。
周
辺

に
土
師
山
（
黒
山
の
北
東
一
里
余
。
ハ
ニ
山
の
訛
り
か
）、
大

保
（
土
師
山
・
黒
山
の
中
間
で
東
寄
り
。
土
製
鋳
型
の
産
地
）

が
あ
り
、
一
帯
を
埴
生
と
呼
ぶ
の
も
粘
土
の
産
出
に
由
来
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

２�

．履
中
天
皇
の
事
跡
に
見
え
る
埴
生
坂
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

の
履
中
天
皇
に
関
す
る
記
述
に
埴
生
坂
が
見
え
る
。
履
中
天
皇

が
太
子
で
あ
っ
た
時
、
同
母
弟
の
墨
す
み
の
え
の
な
か
の
み
こ

江
中
王
が
謀
反
し
て
難
波

の
御
殿
を
焼
い
た
。
太
子
は
難
波
か
ら
河
内
を
抜
け
て
大
和
の

石
上
宮
に
避
難
す
る
途
中
で
、
河
内
の
埴
生
坂
に
至
り
、
燃
え

上
が
る
難
波
宮
を
望
見
し
た
。
そ
こ
か
ら
大
お
お
さ
か
の
や
ま
の
く
ち

坂
山
口
ま
で
来
る

と
少
女
が
現
れ「
山
中
に
は
中
王
の
軍
勢
が
満
ち
て
い
る
の
で
、

引
き
返
し
て
當た

岐ぎ

麻ま

道ぢ

よ
り
大
和
へ
抜
け
た
ま
え
」
と
教
え
る

の
で
、
飛
鳥
（
羽
曳
野
市
・
太
子
町
）
に
一
泊
、
翌
日
、
河
内

国
分
を
経
て
龍
田
山
を
越
え
て
石
上
神
宮
に
入
っ
た
。
こ
の
事

跡
の
紹
介
は
、
次
段
に
お
け
る
地
理
的
考
察
の
前
提
で
あ
る
。

３�

．
古
道
に
関
す
る
先
行
研
究
。
難
波
宮
か
ら
大
和
石
上
へ
の
途

中
に
埴
生
坂
は
あ
る
。
寒
泉
は
そ
の
道
筋
を
示
す
一
例
に
、『
浪

速
上
古
図
説
』（
中
村
直
躬
、
寛
政
十
二
年
刊
）の
考
察
を
引
く
。

そ
れ
に
よ
る
と
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
紀
に
「
高
津
宮
か
ら
大

道
を
作
り
、
都
の
中
に
置
き
、
南
門
か
ら
直
に
丹
治
比
村
に
至

る
」と
あ
る
大
道
は
、
今
の
上
本
町
通
に
当
た
り
、
そ
れ
を
真
っ

直
ぐ
南
へ
進
み
、
天
王
寺
東
門
を
経
て
平
野
に
至
り
、
狭
山
街

道
を
行
け
ば
丹
治
比
に
至
る
、
と
い
う
。

４�

．
古
道
の
実
地
検
証
。
今
回
の
調
査
で
古
市（
羽
曳
野
市
）を
出
、

黒
山
（
堺
市
美
原
区
）
か
ら
平
野
（
大
阪
市
平
野
区
）
に
至
っ

た
が
、
こ
の
道
が
実
に
大
き
な
道
だ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
狭
山
街

道
＝
中
高
野
街
道
）。
こ
れ
を
逆
行
す
れ
ば
履
中
紀
の
道
筋
と

な
る
。
履
中
天
皇
は
、
平
野
か
ら
狭
山
街
道
の
丹
治
比
に
入
り
、

そ
こ
か
ら
丘
陵
を
東
に
登
っ
た
所
で
難
波
の
火
災
を
見
、
東
へ

下
り
て
大
和
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

５�

．
埴
生
山
の
実
見
調
査
。
埴
生
山
の
上
に
あ
る
墓
穴
古
墳
（
現

在
は
来
目
皇
子
墓
に
治
定
）
の
観
察
記
録
で
あ
る
。
崩
れ
た
墳

丘
南
側
か
ら
素
焼
き
の
壺
が
露
わ
れ
、
下
に
は
そ
の
破
片
が
散

乱
し
、
一
辺
二
三
尺
の
扁
平
で
四
角
い
石
が
露
出
す
る
状
況
を

記
す
。
そ
の
他
、
十
年
ほ
ど
前
に
は
こ
の
石
の
下
に
子
供
が
出

入
り
す
る
ほ
ど
の
横
穴
が
あ
っ
た
が
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
現
地

住
民
の
話
、
島
泉
村
庄
屋
の
吉
村
氏
が
「
辰
ノ
夏
六
月
巡
拝
ノ

節
（
弘
化
元
年
・
一
八
四
四
か
）」
に
実
見
し
た
状
況
を
記
録

す
る
。
そ
の
折
に
塚
穴
に
入
っ
た
吉
村
氏
は
、
石
室
内
部
の
規

模
や
構
造
を
詳
し
く
観
察
し
、「
春
日
村
ノ
上
宮
太
子
ノ
塚
と

同
ジ
」
と
の
所
見
を
述
べ
る
。
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６�
．
塚
穴
に
関
す
る
記
録
。『
河
内
名
所
図
会
』
に
引
く
僧
覚
峰
の

説
を
紹
介
す
る
。『
日
本
書
紀
』『
延
喜
式
』
に
埴
生
山
上
に
葬

ら
れ
た
と
記
す
来
目
皇
子
の
墓
に
つ
い
て
、
覚
峰
は
〈『
河
内

志
』
に
大
塚
村
に
在
り
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
埴
生
山
の
塚
穴

こ
そ
が
そ
れ
で
あ
る
〉
と
す
る
。

７�

．
埴
生
山
の
位
置
の
再
検
討
。
諸
説
あ
る
の
は
や
は
り
埴
生
山

の
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
と
し
、『
河
内
志
』『
河
内
名
所

図
会
』
に
み
え
る
埴
生
山
の
記
述
を
再
検
討
す
る
。
両
書
と
も

に
、
羽
曳
山
丘
陵
の
一
部
に
平
尾
丘
、
丹
比
丘
、
埴
生
坂
が
あ

る
と
す
る
が
、
寒
泉
は
、
１
で
見
た
よ
う
に
現
地
住
民
が
「
ハ

ビ
キ
」
を
「
垣
（
埴
）
生
」
と
表
記
す
る
こ
と
か
ら
、
埴
生
と

羽
曳
と
は
一
名
で
あ
る
と
す
る
。

８�

．
埴
生
山
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
。
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～

一
七
七
一
）
に
埴
生
山
で
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
、『
河
内
志
』

の
享
保
、『
河
内
名
所
図
会
』
の
寛
政
の
頃
と
地
形
が
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
田
開
発
は
野
々
上
村
の
医
師
秀
悦
が

発
起
人
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
地
名
の
考
究
の
た
め

に
当
時
の
記
録
の
借
覧
を
請
う
た
が
、
徴
税
目
的
の
調
査
と
疑

わ
れ
た
の
か
借
覧
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
開
発
で
地
形
が
変
わ
っ

た
か
ら
に
は
、「
埴
生
」
の
地
名
を
も
と
に
探
究
す
る
ほ
か
無

い
と
す
る
。

　
　

以
下
、
結
論
部
分
を
抄
出
す
る
。

右
申
上
候
通
り
の
事
御
座
候
得
ハ
、
迚
も
急
に
調
仕
ら
む
候

義
ハ
甚
難
相
成
候
故
、
今
暫
彼
是
と
聞
合
せ
、
又
書
キ
物
等

も
見
候
得
ハ
、
何
と
か
陵
之
義
も
分
明
ニ
可
相
成
欤
と
奉
存

候
、
以
上

【
詳
細
書
誌
情
報
】

仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覺　

一
冊

並
河
寒
泉　

写
本

〔
寸
法
〕26.6

×19.3

〔
書
式
〕
無
郭
無
界
の
紙
を
使
用
、
十
行
、
二
十
字

〔
内
題
〕「
仁
賢
天
皇
陵
」

〔
外
題
〕「
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覺
」
と
打
ち
付
書
き

〔
奥
書
〕
本
奥
書
「
安
政
乙
卯
九
月
／
並
河
復
一
朋
来
謹
白
」。
書

写
奥
書
は
表
紙
裏
に
下
記
の
通
り
記
す
。

出
所
及
所
有
者
：
図
書
寮

謄
写
年
月
：
大
正
十
五
年
五
月
五
日

写
字
：
瀧
口
成
人

　

ま
た
巻
末
に
「
大
正
十
五
年
五
月
五
日　

於
諸
陵
寮
／
瀧
口
成

人
寫
」
と
記
す
。

〔
印
記
〕
表
紙
「
諸
陵
寮
圖
書
印
」、
第
一
葉
表
「
圖
書
寮
印
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
、
全
十
五
葉
（
①
三
葉
、
②
三
葉
半
、
③
八

葉
半
）

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
番
號2103

／
冊
數
１
／
函
架
５ 

16
」、「
圖
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書
寮
／
番
號61858

／
冊
數
１
／
函
號 

陵927

」

陵
墓
考
集
（
り
ょ
う
ぼ
こ
う
し
ゅ
う
）

関
係
人
物
名	�



並
河
寒
泉
、
矢や

盛も
り

教の
り

愛ち
か

、
疋
田
棟
隆
、�

鈴す
ず

鹿か

連つ
ら

胤た
ね

数
量
（
冊
数
）	

一
冊

外
形
寸
法
（
㎝
）	

26.6

×18.7

〔
定
義
〕
並
河
寒
泉
・
矢
盛
教
愛
・
疋
田
棟
隆
・
鈴
鹿
連
胤
ら
の

手
に
な
る
陵
墓
に
関
す
る
著
述
十
三
種
を
ま
と
め
た
も
の
。
各
著

述
は
も
と
も
と
個
別
に
成
っ
た
も
の
で
、
大
正
十
三
年
に
そ
れ
ら

を
宮
内
省
諸
陵
寮
で
書
写
し
て
合
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

寒
泉
の
著
述
と
し
て
は
、『
仲
津
山
陵
考
』『
仁
賢
天
皇
御
陵
申

上
覚
』『
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け

波
瀲
武

鸕う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

鶿
草
葺
不
合
尊
陵
考
』『
仁
賢
天
皇
陵
考
後
案
』『
帝
陵
求
是
』『
居

諸
録
抄
録
』
の
七
種
を
収
め
る
。

〔
簡
易
書
誌
情
報
〕
大
正
十
三
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
諸

陵
寮
の
職
員
が
、
並
河
寒
泉
ら
の
著
述
十
三
種
を
、
並
河
総
次
郎

（
並
河
宗
家
当
主
）、
矢
盛
聰
三
郎
（
教
愛
養
子
）、
鈴
鹿
義
鯨
（
連

胤
孫
）
ら
の
所
蔵
す
る
原
本
を
借
り
て
書
写
し
た
も
の
。『
陵
墓

考
集
』
と
い
う
外
題
は
合
冊
の
際
の
命
名
。
陵
墓
の
管
理
と
と
も

に
研
究
を
行
な
う
諸
陵
寮
が
、
採
集
謄
写
し
て
研
究
用
に
備
え
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

寒
泉
の
蔵
書
は
、
天
理
図
書
館
に
一
括
移
管
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
た
だ
ど
う
い
う
理
由
か
天
理
図
書
館
に
は
『
仲
津

山
陵
考
』『
帝
陵
求
是
』『
居
諸
録
』
し
か
見
え
ず
、
そ
の
他
四
種

の
原
本
は
所
在
未
詳
で
あ
る
。

〔
全
体
構
成
〕
第
一
葉
に
「
目
録
」
が
あ
り
、
十
三
種
の
著
述
が
挙

げ
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
（　

）
に
著
者

を
記
し
、
併
せ
て
奥
書
な
ど
成
立
に
関
す
る
情
報
を
記
す
。

①
『
弘
文
天
皇
御
陵
考
』（
矢
盛
教
愛
）

奥
書
「
明
治
六
年
八
月　

矢
盛
教
愛 

謹
識
」

②
『
村
上
帝
陵
略
考
』（
矢
盛
教
愛
）

奥
書「
文
久
三
年
亥
十
一
月
十
三
日（
改
行
）疋
田
棟
隆
・

矢
盛
教
愛 

同
案
」

③
『
仲
津
山
陵
考
』（
並
河
寒
泉
）

巻
頭
書
名
「
仲
津
山
陵
考
案
」、
奥
書
「
安
政
丙
辰
六
月

並
河
鳳
来 

謹
識
」

④
『
白
峰
麓
之
塵
』（
矢
盛
教
愛
）

巻
頭
「
平
安 

矢
盛
教
愛 

著
」

⑤
『
真
如
堂
前
古
墳
考
』（
矢
盛
教
愛
）

奥
書
「
文
久
三
年
癸
亥
十
月　

平
安 

矢
盛
教
愛 

謹
識
」

⑥
『
上
東
門
院
後
陵
墓
考
』（
矢
盛
教
愛
）

奥
書
「
明
治
七
年
十
月
廿
五
日　

矢
盛
教
愛 

し
る
す
」

⑦
『
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覚
』（
並
河
寒
泉
）
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奥
書
「
安
政
乙
卯
九
月
（
改
行
）
並
河
復
一
朋
来 

謹
白
」

⑧
『
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が

波
瀲
武
鸕
鶿

草や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

葺
不
合
尊
陵
考
』（
並
河
寒
泉
）

⑨
『
仁
賢
天
皇
陵
考
後
案
』（
並
河
寒
泉
）

※�

⑧
・
⑨
の
二
種
は
奥
書
が
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
並

河
寒
泉
著
と
す
る
単
行
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
寒

泉
の
著
述
と
知
ら
れ
る
。

⑩
『
冷
泉
院
山
稜
・
後
三
條
院
葬
所
』（
鈴
鹿
連
胤
）

奥
書
「
安
政
二
年
八
月
廿
三
日　

連
胤 

備
忘
」

⑪
『
聖
徳
太
子
御
廟
窟
磯
長
叡
福
寺
之
事
實 

附
文
徳
陵
其
他
四

陵
記
』（
著
者
未
詳
）

⑫
『
帝
陵
求
是
』（
並
河
寒
泉
）

⑬
『
居
諸
録
抄
録
』（
並
河
寒
泉
）

〔
内
容
解
説
〕
本
資
料
に
著
述
を
収
め
る
矢
盛
・
疋
田
・
鈴
鹿
ら
は
、

い
ず
れ
も
幕
末
・
明
治
に
活
躍
し
た
著
名
な
陵
墓
研
究
家
で
あ
る
。

　

矢
盛
教
愛
（
文
化
十
四
年
・
一
八
一
七
～
明
治
十
四
年
・
一
八

八
一
）
は
京
都
の
人
。
文
久
二
年
十
月
か
ら
慶
応
元
年
三
月
ま
で

行
わ
れ
た
修
陵
事
業
（
い
わ
ゆ
る
文
久
の
修
陵
）
に
、
谷
森
善
臣

（
一
八
一
七
～
一
九
一
一
）
ら
と
と
も
に
調
方
と
し
て
参
加
し
た

陵
墓
研
究
家
で
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
は
著
述
と
し
て
『
桜

本
御
陵
考
』『
真
如
堂
前
古
墳
』『
村
上
帝
陵
略
考
』
を
採
録
す
る
。

　

疋
田
棟
隆
（
文
化
四
年
・
一
八
〇
七
～
明
治
十
七
年
・
一
八
八

四
）
は
京
都
の
人
。
水
戸
藩
に
仕
え
、
徳
川
斉
昭
の
命
を
受
け
て

山
陵
調
査
に
当
た
っ
た
。
著
述
に
『
山
陵
外
史
徴
案
』『
柏
原
御

陵
探
索
書
』
な
ど
が
あ
る
。

　

鈴
鹿
連
胤（
寛
政
七
年
・
一
七
九
五
～
明
治
三
年
・
一
八
七
〇
）

は
京
都
の
吉
田
神
社
の
社
家
に
生
ま
れ
た
国
学
者
。
私
費
を
投
じ

て
大
和
・
河
内
の
陵
墓
を
調
査
し
、
正
親
町
三
條
実
万
・
柳
原
光

愛
（
と
も
に
文
久
修
陵
の
山
陵
御
用
掛
）・
戸
田
忠
至
（
同
山
陵

奉
行
）・
谷
森
善
臣
（
同
調
方
）
ら
と
修
復
に
尽
力
し
た
。
蔵
書

家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
蔵
書
は
現
在
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
「
鈴

鹿
文
庫
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
陵
墓
調
査
記
録
は
焼
失
し

た
ら
し
く
、
同
文
庫
に
は
僅
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

※
福
田
安
典
「
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
・
鈴
鹿
連
胤
関
係
資
料
に

つ
い
て
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
八
号
、
平

成
十
四
年
）

　

並
河
寒
泉
（
寛
政
九
年
・
一
七
九
七
～
明
治
十
二
年
・
一
八
七

九
）
は
漢
学
者
で
あ
る
が
、
祖
父
は
『
五
畿
内
志
』
の
編
者
で
あ

る
並
河
誠
所
、
外
祖
父
は
和
漢
兼
修
を
伝
統
と
し
た
懐
徳
堂
の
中

井
竹
山
と
い
う
こ
と
で
、
漢
学
・
国
学
を
兼
修
す
る
学
統
に
連
な

る
。
寒
泉
の
著
述
が
、
著
名
な
陵
墓
研
究
家
の
そ
れ
と
同
列
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寒
泉
の
陵
墓
研
究
の
水
準
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

〔
具
体
的
内
容
〕
本
資
料
に
収
め
る
寒
泉
の
著
述
は
、
③
『
仲
津
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山
陵
考
』、
⑦
『
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覚
』、
⑧
『
允
恭
帝
陵
考
別

記
・
彦ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
陵
考
』、

⑨
『
仁
賢
天
皇
陵
考
後
案
』、
⑫
『
帝
陵
求
是
』、
⑬
『
居
諸
録
抄

録
』
の
六
種
で
あ
る
が
、
③
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑫
は
単
行
の
資
料

が
存
在
し
、
既
に
別
に
解
題
を
掲
げ
た
の
で
略
す
（
⑦
・
⑧
・
⑨

は
本
稿
、
③
・
⑫
は
拙
稿
「
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
並
河
寒

泉
「
山
陵
調
査
関
係
資
料
」
解
題
」
参
照
）。
よ
っ
て
、
こ
こ
で

は
⑬
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

　

⑬
『
居
諸
録
抄
録
』
は
、
寒
泉
の
日
記
『
居
諸
録
』
の
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
四
月
十
八
日
か
ら
翌
安
政
三
年
十
一
月
二
十
四

日
ま
で
の
期
間
に
見
え
る
陵
墓
調
査
関
係
の
記
事
を
抄
出
し
た
も

の
。
こ
の
期
間
は
寒
泉
の
陵
墓
研
究
が
集
中
し
て
な
さ
れ
た
時
期

で
、
関
係
記
事
が
詳
細
に
書
き
出
さ
れ
て
お
り
便
利
で
あ
る
。
当

時
の
宮
内
省
職
員
が
寒
泉
の
陵
墓
研
究
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。

【
詳
細
書
誌
情
報
】

陵
墓
考
集　

一
冊

並
河
寒
泉
・
矢
盛
教
愛
・
疋
田
棟
隆
・
鈴
鹿
連
胤 

等　

写
本

〔
寸
法
〕26.6

×18.7

〔
書
式
〕
朱
色
で
印
刷
し
た
、
四
周
双
辺
、
十
三
行
、
版
心
に「
宮

内
省
」
と
あ
る
宮
内
省
用
箋
を
用
い
る
。

〔
内
題
〕
所
収
の
著
述
十
三
種
の
各
標
題
は
前
掲
解
題
を
参
照
。

〔
外
題
〕
書
題
簽
「
陵
墓
考
集
」

〔
奥
書
〕
所
収
の
著
述
十
三
種
の
本
奥
書
は
前
掲
解
題
を
参
照
。
書

写
奥
書
は
下
記
の
と
お
り
。
な
お
長
い
書
名
は
略
称
を
用
い
、
住

所
・
職
名
は
重
複
を
省
い
た
。

①
弘
文
天
皇
御
陵
考

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
鴨
下
河
原
町
田
村
作
太
郎
方　

矢

盛
聰
三
郎

採
集
者
：
諸
陵
寮
嘱
託　

山
本
臨
乗

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
九
月
一
日

写
字
：
山
本
臨
乗

備
考
：
矢
盛
教
愛
ノ
遺
書

②
村
上
帝
陵
略
考

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
鴨
下
河
原
町
田
村
作
太
郎
方　

矢

盛
聰
三
郎

採
集
者
：
諸
陵
寮
嘱
託　

山
本
臨
乗

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
日

写
字
：
山
本
臨
乗

校
合
：
山
本
臨
乗

③
中
津
山
陵
考
案

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
下
京
区
大
国
町　

並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
三
月
十
七
日

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日

80



写
字
：
陵
墓
守
部 

斉
藤
亮
全

校
合
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

④
白
峰
麓
之
塵

出
所
及
所
有
者
：
矢
盛
聰
三
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長　

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
九
月
一
日

写
字
：
山
本
臨
乗

備
考
：
蔵
書
者
矢
盛
聰
三
郎
ハ
矢
盛
教
愛
ノ
養
子
ナ
リ

⑤
真
如
堂
前
古
墳
考

出
所
及
所
有
者
：
矢
盛
聰
三
郎

採
集
者
：
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
九
月
一
日

写
字
：
山
本
臨
乗

備
考
：『
真
如
堂
前
古
墳
考
』
矢
盛
教
愛
遺
書
謄
写

⑥
上
東
門
院
御
陵
墓
考

出
所
及
所
有
者
：
矢
盛
聰
三
郎

採
集
者
：
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
十
月
二
十
九
日

写
字
：
山
本
臨
乗

校
合
：
山
本
臨
乗

⑦
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覚

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
五
月
十
七
日

写
字
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

⑧
允
恭
帝
陵
考
別
記
・
彦
火
火
出
見
尊
陵
考
・
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草

葺
不
合
尊
陵
考

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
五
月
十
七
日

写
字
：
陵
墓
守
部 

斉
藤
亮
全

校
合
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

⑨
仁
賢
天
皇
陵
考
後
案

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
三
月
十
七
日

写
字
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

校
合
：
陵
墓
守
長 

川
井
菊
太
郎
、
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

⑩
冷
泉
院
山
陵
後
三
條
院
葬
所

出
所
及
所
有
者
：
京
都
市
上
京
区
吉
田
町
鈴
鹿
義
鯨

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
四
月
二
十
一
日

写
字
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

校
合
：
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

宮内庁書陵部所蔵　並河寒泉「陵墓調査関係資料」解題 ― 矢羽野隆男

81



備
考
：
矢
盛
教
愛
ノ
遺
書

⑪
聖
徳
太
子
御
廟
窟
磯
長
叡
福
寺
之
事
實 

附
文
徳
陵
其
他
四
陵
記

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
九
月
二
十
四
日

写
字
：
陵
墓
守
部 

斉
藤
亮
全

校
合
：
陵
墓
守
長 
太
田
壮
二
郎

備
考
：
聖
徳
太
子
御
廟
窟
磯
長
叡
福
寺
之
事
実
其
他
ノ
記
事

⑫
帝
陵
求
是

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
四
月
二
十
一
日

写
字
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

校
合
：
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

備
考
：�

神
武
、
清
寧
、
敏
達
、
反
正
、
推
古
ノ
各
帝
陵
ノ
考
査

ナ
リ

⑬
居
諸
録
抄
録

出
所
及
所
有
者
：
並
河
総
次
郎

採
集
者
：
陵
墓
守
長 

太
田
壮
二
郎

謄
写
年
月
：
大
正
十
三
年
三
月
十
七
日

写
字
：
諸
陵
寮
嘱
託 

山
本
臨
乗

校
合
：
陵
墓
守
長 

西
野
伊
之
助

〔
印
記
〕
①『
弘
文
天
皇
御
陵
考
』の
第
一
葉
表「
諸
陵
寮
圖
書
部
」

〔
装
丁
〕
四
針
眼
訂
法
、
全
一
〇
五
葉
（
目
録
一
葉
、
①
弘
文
天
皇

御
陵
考
九
葉
、
②
村
上
帝
陵
略
考
五
葉
、
③
仲
津
山
陵
考
六
葉
、

④
白
峰
麓
之
塵
十
三
葉
、
⑤
真
如
堂
前
古
墳
考
四
葉
、
⑥
上
東
門

院
後
陵
墓
考
八
葉
、
⑦
仁
賢
天
皇
御
陵
申
上
覚
十
二
葉
、
⑧
允
恭

帝
陵
考
別
記
云
々
八
葉
、
⑨
仁
賢
天
皇
陵
考
後
案
五
葉
、
⑩
冷
泉

院
山
稜
云
々
四
葉
、
⑪
聖
徳
太
子
御
廟
窟
云
々
七
葉
、
⑫
帝
陵
求

是
十
五
葉
、
⑬
居
諸
録
抄
録
七
葉
、
白
紙
一
葉
）

〔
蔵
書
票
〕「
諸
陵
寮
／
部
５ 

14
／
冊
数
１
／
号1183

」、「
圖
書

寮
／
番
号61755

／
冊
数
１
／
函
号 

陵1248

」

【
付
記
】

　

本
稿
は
平
成
二
十
二
年
度 

日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費

補
助
金 

基
盤
研
究
C
「
変
革
期
に
お
け
る
大
坂
漢
学
の
研
究

―
懐
徳
堂
を
中
心
に

―
」（
研
究
代
表
者
・
矢
羽
野
隆
男
、

研
究
課
題
番
号
・
二
二
五
二
〇
〇
八
五
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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（
１
） 

名
は
鳳
来
、
朋
来
。
字
は
享
先
、
通
称
は
復
一
。
号
は
、
鵠
斎
、
寒
泉
、

華
翁
、
樺
翁
な
ど
。
本
稿
で
は
、
引
用
を
除
き
、
寒
泉
に
統
一
す
る
。

（
２
）
拙
稿
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵 

並
河
寒
泉
「
陵
墓
調
査
関

係
資
料
」
解
題
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
出
号
〈
総
五
十
一
号
〉、
平
成

二
十
二
年
十
月
）。
寒
泉
の
陵
墓
調
査
の
概
略
、
陵
墓
調
査
資
料
が
並

河
家
か
ら
天
理
図
書
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
参
照
。

（
３
）
湯
浅
邦
弘
編
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」『
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
十
二
（
二
〇
〇
二
年
）、
同
『
懐
徳
堂

文
庫
の
研
究
―
共
同
研
究
報
告
書
―
』（
二
〇
〇
三
年
）、
同
『
懐
徳
堂

文
庫
の
研
究
二
〇
〇
五
―
共
同
研
究
報
告
書
―
』（
二
〇
〇
五
年
）の「
解

題
凡
例
」
を
参
照
。

宮内庁書陵部所蔵　並河寒泉「陵墓調査関係資料」解題 ― 矢羽野隆男

83


